
日
本
映
画
が
規
制
ば
か
リ
の
吹
作
主
義
に
流
れ
、
無
味
乾
燥
し
て

ゆ
く
こ
と
に
反
発
し
、

H
映
画
館
は
映
画
だ

H
を
合
、
一
言
葉
に
新
し
く

発
足
し
た
シ
ネ
マ
・
プ
ラ
セ
ッ
ト
は
、
半
円
球
ド
ー
ム
の
特
設
映
画

館
を
設
定
す
る
こ
ど
に
よ
リ
製
作
・
配
給
・
興
行
ど
い
う
全
て
を
一

環
さ
せ
、
映
画
界
の
一
角
へ
の
切
り
込
み
を
果
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
第
一
弾
ど
な
っ
た
の
が
娯
楽
映
画
の
最
高
峰
ど
ま

で
き
ロ
わ
れ
る
鈴
木
清
順
監
督
に
よ
る
こ
の
『
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ

ン
』
で
あ
る
。

「
今
度
の
映
画
は
、
生
き
て
い
る
人
間
は
本
当
は
死
ん
で
い
て
、

死
ん
で
る
人
が
本
当
は
生
き
て
る
ん
だ
、
と
い
う
一
種
の
怪
談
で
す

ね
。
情
念
や
因
縁
は
何
ひ
ど
つ
な
い
、
現
代
風
の
、
ノ
ッ
ペ
ラ
ボ
!

な
怪
談
を
、
や
き
し
く
、
面
白
く
、
極
彩
色
の
娯
楽

映
画
に
仕
上
げ
て
み
る
つ
も
り
な
ん
で
す
」
(
演
出
ヘ

の
言
葉
l
鈴
木
清
順
)
民

鈴
木
清
順
の

H怪
談

H
は
、
大
正
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
「

E九
も

影
を
残
し
た
昭
和
初
期
を
舞
台
に
、
作
曲
家
の
パ
ブ
コ
ゅ

ロ
・
デ
・
サ
ラ
サ
!
テ
が
自
ら
演
奏
、
録
音
中
に
、

L
1
4

今
も
解
け
ぬ
謎
の
、
一
言
葉
を
口
走
っ
た
と
い
わ
れ
る
、

\
J
U
J
一
~

伝
説
の
、
一
九

O
四
年
盤
『
ツ
ィ
ブ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
メ
ム
十
一

ン
』
か
ら
始
ま
る
。
げ
綴
物
一

ι
日

;

脚
本
は
、
人
間
の
深
部
に
秘
む
魔
性
を
描
い
て
、
ぺ
〆
綴
勝

p
q

i

並
ぶ
者
の
な
い
、
現
代
の
語
リ
部
・
田
中
陽
造
。
撮
三
段
倣
御

影
は
、
あ
の
『
殺
し
の
川
崎
印
』
以
来
、
実
に
十
三
年

t
f

ぷ
リ
に
コ
ン
ビ
復
活
の
、
名
手
・
永
塚
一
栄
。

そ
し
て
美
術
は
、
日
本
を
代
表
す
る
映
画
美
術
の

ベ
テ
ラ
ン
で
あ
リ
、
数
多
く
の
清
順
映
画
を
手
が
け
た
木
村
威
夫
ど

多
田
佳
人
。
ス
チ
ー
ル
に
荒
木
経
惟
、
宣
伝
美
術
が
木
村
恒
久
ど
い

う
、
異
色
、
そ
し
て
、
話
題
の
つ
き
な
い
、
豪
華
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。

出
演
は
『
悲
愁
物
語
』
で
、
念
願
の
清
順
映
画
主
演
を
果
し
た
原

田
芳
雄
が
、
漂
泊
の
ド
イ
ツ
語
学
者
中
砂
役
、
そ
の
妻
園
ど
芸
者
小

稲
の
二
役
に
大
谷
直
子
。
中
砂
の
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
、
青
地
に
、

映
画
監
督
の
藤
田
敏
八
が
扮
し
て
熱
演
。
そ
の
妻
周
子
に
、
安
田
道

代
改
め
大
楠
道
代
が
久
々
の
映
画
出
演
、
大
ス
タ
|
健
在
ぶ
り
を
示

す
。
そ
し
て
周
子
の
妹
妙
子
に
真
喜
志
き
さ
子
、
他
、
樹
木
希
林
、

佐
々
木
す
み
江
、
麿
赤
児
、
山
ハ
人
口
、
初
男
、
玉
川
伊
佐
男
な
ど
の
ベ
テ

ラ
ン
、
異
色
俳
優
が
、
鈴
木
清
順
の
メ
ガ
ホ
ン
の
下
で
、
い
き
い
き

ど
活
躍
す
る
。
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きっ|

富士には月見草がよく似合う。芸術には映画

がよく似合う。可憐な似合しミ方である。月見草は

むしり取る事も出来るが、富士をむしり取る事

は出来なし、。私の映画はすんなりロ夫、、た例がな

い。何時も踏みしだかれた月見草である。それが

富士ど似合うどは誰も云わなし、だろう。何処に

咲いても月見草は月見草で糞だめの傍に咲く月

見草だつである。

みんな自然の埋のなかにある。理がまわって

来、「ツイゴイネルワイゼ、ン」の撮影にかかった。

シナリオは上出来だ、が、映画はシナリオく

ず、しから始まるものだから、良すぎるシナリオ

は始末に負えぬ。俳優は当代一流が集まった、

が，役づくりのイメージが豊富だから一流は手

に負えぬ。頼みはスタッフだが、これが千軍万

馬だから言葉に詰る。鳴呼、ど云って海岸に出

るど富士がある。

疲れ切って肩れ疑リ風邪をヲ|き精神は困fきする。

初めての鎌倉合宿は快適である。初めてのロ

ケ、セットはなるようにしかならぬ処が性に合

って面白しミ。みんなが映画のこどを考え過ぎる

ものだから抜けたどころがあっちこっち噴き出

して，これが一瞬の仕掛花火どごらん戴ければ

幸いて+ある。

「ツイゴイネルワイゼン」は富士を矢口らなし 3 月

見草である。

|ごあ u

かった。映画ファン必見の傑作どいっていい。

(4 /14 サンケイ新聞)

衝撃とユーモアの大逆転・日本映画が、これまで

余リ取り組もうどしなかった領域の映画が現れ

た。サラサーテの肉声がは、、っている「ツイゴ

イネルワイゼン」の SP レコードが象徴的にイ吏

われて，，)るどころは内田百聞の小説がヒントだ

そうだが、文学の方て、、，，)えば、今昔物語から上

田秋成や小泉八雲、さらに夢野久イ乍や石川淳が

描、、てきたような世界に まどもに触れた映画

である。 (4 /14 読売新聞)

映画に見る「風景」の表と裏・「影武者」ど対照的

に「風景」が抜群に生きて、、るのが鈴木清川貢監督

の新作「ツイブイネルワイゼ、ン」だ。昭和孝刀其月を

舞台に男女四人が織リなすこの“極彩色ミステ

リー，てやは、たとえば、 50s にかかったいまにも才ヲち

果てそうな木の橋、ほどんど列車の通らなし王山

間の鉄道、切リ通しのむこうにある古し五日本家

屋、どいった“見捨てられた風崇が方メラで丹

念に拾し、上げられる。どの j武崇も決して美しく

はな、、。主演の一人、大楠道代(好演)のセリフ

に「水蜜桃は腐りかけている時が美ししりどいう

のがあったが それに倣えればこの映画の「風

景」は「腐りかけて美しし五 Jo (5 /17 朝日新聞)

最近見た映画の中から・黒沢さんの〈影武者) U:、
よく部分部分の色彩感覚が美しいどいわれてい

るようですが、そういう意味での色彩感覚や、

映像の構図のおもしろきどいうことでは、〈ツイ

ブイネルワイゼ、ン〉のほうが格段に上ですね。

演技どいうことてやは、やはリ大楠道代(安田道

代)はとてもよかったし、藤田毎文八もよかった

と思う。大谷直子がこれほど魅力的に見える映

画をぼくはイ也に矢口らなし札、イ也にも樹木希林ど

か、原田芳雄、山谷初男なんかが好演していま

したね。ぜひもう一度見たいと思っています。

五木寛之氏 (6 / 7 日刊ゲンダイ)

“映画は夢"生々しく必見の傑作・いっさいの出来

事は登場人物の妄(もう)想、とくに青地の病身

の妹(真喜志きさ子=新人)の幻覚なのかもしれ

なし、。そう思ったとたん、しかしこの映画の

あまリのなまなましさに、ぞっどする。妻女多く

の死人、骨のイメージの反復が、血肉をそなえ

て生きる人間の悲しみをにじみ出し、単純に妄

想・幻覚どみなしてすますわけには、いかなし

のだ。いうまでもなく、映画どいうものは一つ

の夢の形である。そのことを、これほど奇々怪々

かつなまなましくイ本王見した作品は、 ここ数年な

⑨鈴木清Jll貢⑨
大正12年東京生れ。弘前高等学校を卒

業後、鎌倉アカデミア映画科を経て松竹

大船入り。昭和 30年に日活ヘ移籍し、 31

年『港の乾杯・勝利をわが子に』でデビ

ュー。以後v いわゆる“添えもの映画"

を多く子がけ、赤木圭一郎、和田浩治、

宍戸錠ら主演のアクション映両で次第に

のスタイルを確立。Ii野獣の青春』

「関東無宿JJ 1\肉体の門 JJ Ii東京流れ者』

『けんかえれじ ~)JJ 等の代表作がある。

「白い障子が倒れて赤い位界になって、

それから幕が落ちて黒い空間の中に夏

~ )雪が降る」という色にこだわる清I'慎美

学は、熱狂的なファンを作り出している。

⑨大楠道代 ⑨原田芳雄

キ
ャ
ス
ト

原
田
大
谷

芳
雄
直
子(
ニ
役
)

斗
さ
き
子

(
新
人
)

赤
児
希
林
有
希
長
政

す
み
江

四
郎

ゆ
き
る
び

ひ
か
る

忠
臣

中
市
不
申
入

美
知

主
円
ム
ハ

、
信
子

妙
子
ま
き
み

京
子

、
初
男

久
人

伊
佐
男

盲
六
士
丘
ロ
士
一
一

⑨大谷直子

麿樹
木
木
村
玉
寄

佐
々
木

夢
村
米
倉

江
の
島

江
尺

，
b
y町
H
!

、
、
J
d

渡
辺

同
町

中内
川

堀石山同
国

斗
冷
t

玉

山沢田

⑨藤田敏ノ

川倉谷平井

⑨真喜志、きき子

敏道

大

楠

イミ

藤

田

ノ

⑨樹木希林
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